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論文の内容の要旨

本論文は、英語の周辺的構文のーっとして、前置詞匂主語構文(例:Under the bed is a cozy place to hide.) 

を取り上げ、その構文的特徴を明らかにするとともに、当該構文が習得される文法的なメカニズムについて

論じ、その議論を通して、周辺的構文一般に晃られる言語的有標性をどのように捉えるべきかについても考

察を加えるものである。本論文の主な主張は、次の 4点に集約される。①前置詞句主語構文は、構文全体と

して、主語の性質を記述するという叙述機能をもっO ②前置詞匂主語構文は、それとは別個に存在する場所

句倒置構文(例:In the corner was a lamp.)から派生したものである。③前置詞匂主語構文と場所匂倒置構

文の構文間の関係は、 Goldberg(1995) らの構文文法理論に基づく分析でも、 Kajita(1977， 1997， 2002) に

よる動的文法理論に基づく分析でも捉えられるが、文法の拡張という観点からは、後者に基づく分析のほう

がより原理的な説明を与えることができる。③有標的な構文への文法的拡張が起こるのは、言語形式と意味

の l対 l対応の原則を守ろうとする力が働くためである。

本論文は 6章からなるO 第1章は序論で、本論文の目的と構成が述べられる。

第 2章では、前置詞句主語構文の特徴が詳細に分析される。従来の研究では、前置詞匂主語構文に生起で

きる動認に言及する形で、その認可条件を定式化することが多いが、この穫の定式化には問題点があること

が指摘され、可能な前置詞匂主語構文と不可能な前置詞匂主語構文を正しく区別するには、当該構文を一つ

の全体として捉える必要があることが強調される。本章では、前置詞句主語構文は、全体として、主語の性

質を記述する叙述機能をもっと主張され、この観点から逆に、この構文にどのような動認がどのようなコン

テキストで生起可能かが説明されるということが示される。

続いて、前置詞句主語構文が叙述機能をもつことに基づき、この構文に生起する主語、つまり前置認句主

語について考察が行われる。先行研究では、前置詞句主誇の生起に関し、場所を表す前置詞匂が最も主語に

なりやすく、そして時間を表す前置詩句も主語になれる一方、様態・方法を表す前置詞匂主語は話者によっ

て容認度判断に相違が見られ、理由を表す前震詞匂は主語になれないと観察されている。前霞詞句主語構文
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が叙述機能をもつならば、この構文はいわゆるトピック・コメントの構造を有することになる。そうすると、

前置認句主語の生起に関する上記の相違は、それがもっトピック性の違いに還元されるはずだという予測が

立てられる。そして実際、この予測が正しいことが、 トピック性が関与するとされる左方転移構文における

前置詞匂のふるまいとの平行性から証明される。

第3章では、構文文法理論に立脚した前置詞匂主語構文の分析を提案し、それをもとに、この構文がどの

ような形で英語話者の言語知識の中に組み込まれているのかを論じる。構文文法理論は、言語形式と意味が

組み合わさった「構文jを言語の基本単位とする文法理論であり、有襟・無擦の区別にかかわらず、すべて

の言語現象を記述することができる。また、構文関の関係性を捉える道具立てとして継承リンクを仮定し、

言語を構文のネットワークとして捉える。本章では、前置詞句主語構文が包摂リンクを通じて場所句倒置構

文と、さらに事例リンクを通じて(無擦の)名詞句主語構文と結び付いていることを示し、これらの関係か

ら、前置詞匂主語構文のもつ諸特性が、ほほ導き出されることを明らかにする。

第4章では、前置詩句主語構文に対する別のアプローチとして、動的文法理論に基づく分析を提示する。

動的文法理論は言語習得の経過とともに文法が拡張していくことを主張するものだが、 Kono(1991)は、

言語形式と意味は l対 lで対応しなければならないとする原則(以下、 11対 l対応、の原則」と呼ぶ)を用

いて、文法的拡張の仕方を規制することを提案している。これらの点を踏まえ、本章ではまず、前置詞匂主

語構文の創発を直接的に動機付ける場所匂倒置構文に関し、それが本来的に備えている提示機能だけでなく、

存在文としての意味も二次的に有することを明らかにし、その二次的な意味を、文頭のM霞詩句の指示対象

について何らかの特徴付けを与えるという叙述機能の意味として捉えることが可能であることを示す。そう

すると、場所匂倒霞構文には提示機能と叙述機能という 2つの意味機能が結び付くため、 i対 l対応、の}京員IJ

に抵触することになる。そこで、この違反を解消するよう、文法の拡張が促され、叙述文をモデルとして、

叙述機能をもっ前置詞匂主語構文が派生的に習得されることになる、というのが本章の中心的論点である。

この分析は、前霞詩句主語構文の特徴を適切に説明すると同時に、この構文が場所匂倒霞構文や叙述文より

も後に習得されるという予測を生み出す。そして、言語習得のデータベースである CI-丑LDESを用いてこの

予測の検証が行われ、習得の事実と一致することが示される。

第5章では、第 3章と第 4章で提示された前置詞句主語構文に関する 2種類の分析を比較し、動的文法理

論に基づく分析のほうが構文文法理論に基づく分析よりも、周辺的構文一般に関してより原理的な説明を与

えるものであることが論じられる。具体的には、周辺的構文一般に見られる言語的有標性をどのように捉え

るべきかという問題に関して、 f形式が有擦であればあるほど、その形式の持つ機能は特化するJという

Konno (2005)の一般化の観点から考察することで、前置詩句主語構文は正にその一つの典型例であること

が示され、そしてこの事実は、前置詞句主語構文の習得メカニズムを組み込む動的文法理論の分析によって

適切に説明されることが明らかにされる。さらに、動的文法理論の観点から、 Konnoの一般化自体も次のよ

うに動機づけられることが示される。つまり、形式が有擦であるということは、それが文法的拡張の結果と

して後発的に生じたことの証であるが、文法的拡張は l対 1対応、の原則によって規制されるため、文法的拡

張の仕方がそのまま反映したものとして、 Konnoの一般化を解釈できる、ということである。

第6章は結論で、本論文の主張が簡潔にまとめられている。

審査の結果の要旨

本論文は、英語の前章詞句主語構文を詳細に分析し、その文法的特徴に対してしかるべき説明を与えると

ともに、英語においてこのような鹿辺的構文が存在する意義を原理的に明らかにしようとする意欲的な研究

である。本論文の分析の最も中心となる仮説は、前置詞匂主語構文は、構文全体として、主語の性質を記述
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する叙述機能をもっというものである。従来の研究では、当該構文の認可条件として、述部に現れる動認に

隠する制約と主語となり得る前置詞匂に関する制約というように別々の制約として捉えられていたものを、

本論文では構文全体に関する一つの制約として一般化し、そこから個別の制約が導かれることを示すととも

に、叙述機能という概念を導入することによって、前童詩句主語構文の容認可能性が談話文脈に左右される

場合があるという事実にも適切な説明を与えることが可能になったと言える。この点が本論文の優れた成果

の一つである。

さらに本論文の独創的な成果として、次の 4点が挙げられる。第 lに、前置詞句主語構文が場所句倒置構

文から派生するものであるという仮説を提案し、それを具体化するために、構文文法理論による分析と動的

文法理論による分析の両方を提示したこと。第 2に、構文文法理論と動的文法理論による分析を比較対照す

ることで、周辺的構文への文法的拡張の仕組みを原理的に説明できるのは動的文法理論のほうであることを

示したこと。第 3に、動的文法理論による分析が正しければ、前置詞匂主語構文は場所句倒震構文より習得

が後になるということが予測され、実際その予測通りであることを C国LDESのデータベースを用いて検証

したこと。第 4に、前置詩句主語構文の研究を通じて、一般に有標的な構文への文法的拡張が起こるのは、

言語形式と意味の 1対 l対応の原則を守ろうとする力が働くためであるという考え方を提案したこと。

以上から明らかなように、本論文は、前置詩句主語構文に関する詳細な記述研究を行いながら、伺時に、

その理論的意味合いを突き詰めて考えることによって、周辺的構文一般の研究に対しでもしかるべき示唆と

方向性を与えるものであり、この分野の研究に顕著な貢献をなすものとして高く評価することができる。

ただし、本論文にさらに求められることとして、次の点がある。本論文の主張の一つに、前置詞匂主語構

文は場所句倒壁構文から派生されるとする仮説があるが、この考えを支えているのは、両構文とも文頭にく

る前置詩句は談話におけるトピックに対応するという観察である。しかしながら、同じくトピックといって

も、前置詞句主語構文の場合は、前置詞匂が指示する場所などについてその特性が語られる対象であるのに

対し、場所匂倒震構文の場合は、前置詞匂が指示するのはものが存在する場所であったり、出来事が生じる

背景的場面であったりするので、雨者の性質は異なると言わざるを得ない。そうすると、 トピックに基づく

叙述機能という点において、前置詞句主語構文と場所句倒置構文がどのように整合するのかが定かでない。

トピックや叙述機能という概念は本論文にとって重要な概念であるだけに、この点について明確にしておく

ことが必要である。もちろんこれは、今後の課題として取り組むことができるので、本論文の価値を損なう

ものではない。

平成 25年 l月22日、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論

文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で

合格と判定された。

上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(言語学)の学位を受けるに十分な資格を

有するものと認める。
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